
役割 課題

地域の保育の質の 維持・ 向上を促す役割 １．保育の質の維持・向上に関する課題
・巡回支援指導事業が令和7年度からの開始予定で、体制整備が不十分
・都と合同の指導検査が年1回の実施目標に対し2～4園/年しか実施できていない
・職員15人の欠員があり、人材不足による保育の質への影響が懸念される

２．モデル園としての機能に関する課題
・園庭保有率が都内最下位（38.6%）である中、公立園のモデル的機能の発揮が必要
・保育所保育指針・保育の質のガイドラインに基づく実践の蓄積と共有が不十分

難度の高い保育を率先して担う役割 １．障害児保育に関する課題
・私立園の障害児受入態勢（76.9%）が公立（100%）に比べて低く、支援体制の格差
・発達障害の可能性のある児童（小学校で7.7%）に対する早期発見・支援体制の不足
・医療的ケア児の受入れが始まったばかり（令和6年度1名）で体制整備が必要

２．要支援児童への対応課題
・外国籍児童の受入れが公立園に集中（クラスの6～7割）
・こども家庭センターとの連携体制の構築が必要
・専門的な支援を行う人材の確保・育成が必要

公立保育園の機能を活かして在宅子育て家庭を
支援する役割

１．支援センター機能の課題
・児童発達支援センターの相談件数増加への対応（特に専門相談の増加）
・児童発達支援の待機児童解消
・子育て支援センターとしての機能強化

２．支援ニーズへの対応課題
・発達支援ニーズの多様化への対応
・専門的な相談支援体制の充実
・関係機関との連携強化

緊急時に地域の子どもと保育
を守る役割

１．緊急時対応体制の課題
・公設公営設置率が低い（11.4%）中での緊急時対応能力の確保
・災害時の支援体制整備
・職員体制の確保（欠員15人）による対応力の低下

２．セーフティネット機能の課題
・市の機関としての横断的連携体制の構築
・緊急時受入れ体制の整備
・支援物資提供等の機能強化

新たな行政としての役割として

・子ども・保育総合支援の役割
・保育の質向上・人材育成の役割
・インクルーシブ保育などの先進的保育への取り組み

⇒子どもの支援体制・人材育成・インクルーシブ保育等の
ハブ機能と共有プラットフォーム

新たな行政としての役割の中での公立園の取り組み内容として

１．実践研究拠点としての機能強化
・園庭活用の創造的実践モデルの開発
・保育の質評価指標の実証
・ICT活用による記録・分析システムの構築

２．地域の保育ネットワークのハブ機能
・民間園への巡回支援の実施
・合同研修・交流の場の提供
・保育資源の共同活用促進

３．包括的な子育て支援機能の発展
・多職種連携による支援体制の構築

（市の防災計画に合わせて必要範囲で
４．危機管理・セーフティネット機能の強化）
・BCP(事業継続計画)の策定・実践
・地域防災拠点としての整備
・緊急時支援物資の備蓄・管理

これらの新体制・機能を効果的に運用するための重要な課題
１．デジタル化による業務効率化
２．人材確保・定着支援の強化
３．財源確保の仕組みづくり
４．PDCAサイクルによる継続的改善
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小金井市の公立保育園の役割と課題

地域の他の保育関連施設・機関との連携、その幹事としての役割（行政の枠組み）
公⺠人材交流・育成 インクルーシブ保育巡回相談・支援幼保小連携 医ケア推進会議

先進的保育・教育事業 全体の連携システム等の構築・理論化 その他、


